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+
日
号

噌
↓
圓

▽
「ア
ジ
ア
・
太
平
洋
囲
安
保
」
ミ
ノ
ド
ウ
ェ
ー

横
須
賀
母
湯
化
阻
止
へ
む
け
て

2
面
門
▽
ジ
ヴ
ァ
ゴ
物
鰯

工
藤
正
広
訳

九

月

三

日
号

1

面

▽
ニ
ュ
ー
ス

9
輌
面

▽
書
評
「
中
国
人
強
制
連
行
の
記
録
」

▽
樺
太
委
鼠
会
ア
ピ
ー
ル

ニ
ク

ソ
ン

・
ド
ク
ト

リ
ン

六
〇
年
代
を
通
し
て
闘
い
ぬ
か
れ
た

イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
の
董
命
闘
争
は
、
戦

後
世
界
に
君
臨
し
た
ア
メ
リ
カ
帝
国
主

義
を
、
政
治
、
劉
事
、
経
済
の
各
領
滅

に
お
い
て
、
危
機
と
混
迷
に
追
い
こ
ん

だ
。
戦
後
世
界
体
制
の
全
面
的
な
再
調

盛
と
ア
メ
リ
カ
帝
国
ギ
義
の
支
配
ガ
の

再
建
こ
そ
、
六
〇
年
代
末
に
登
場
し
た

ニ
ク
ソ
ン
政
綱
の
至
上
命
令
と
な
っ

た
。そ
れ
は
、
米
中
・
米
ソ
会
談
、
S
A

L
T
交
渉
、
欧
州
宏
保
の
推
進
「
新
大

西
洋
憲
章
」
構
想
と
い
っ
た
緊
張
緩
和

多
角
的
平
和
共
存
を
　
方
で
雌
め
、
他

方
で
そ
れ
を
条
件
と
し
て
、
ペ
ト
ナ
ム

革
命
、
イ
ン
ド
ノ
ナ
民
族
解
放
闘
価
を

「
和
平
」
の
名
の
も
と
に
圧
殺
せ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

ペ
ト
ナ
ム
撒
兵
、
カ
ン
ボ
ノ
ア
爆
撃

惇
丘
、
台
羅

兵
蔚

の
発
表
と
ア
ノ

ア
に
お
け
る
緊
張
緩
和
を
取
引
材
料
と

し
て
、
ア
メ
リ
ヵ
帝
国
ユ
義
は
、
中
ソ

苅
φ
岸
利
用
し
ご
岡
者
と
交
渉
、
①
ベ

ト
ナ
ム
解
命
を
当
面
、
民
族
-
義
の
ワ

ク
内
へ
封
し
込
め
る
こ
と
⑪
輯
国
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
に
お
け
る
戒
厳
令
価

行
に
よ
る
反
莇
命
の
継
続
、
と
い
う
状

態
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
、
二
の
ア
ノ

ア
地
域
を
炸
鳳
と
す
る
「
新
平
和
共
存

体
制
」
を
新
た
な
反
革
命
臨
戦
体
制
の

構
築
に
と
り
か
か
り
は
し
め
た
の
で
あ

る
。そ
れ
は
全
体
の
薩
れ
と
し
て
は
、
ニ

ク
ソ
ン
。ド
ク
ト
リ
ン
に
沿
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
「
現
実
的
抑
止
戦
略
」

と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
主
嬰
に
次

の
二
点
を
柱
と
す
る
。

①
世
界
の
槽
勢
の
安
定
に
は
、
カ
の

立
場
は
放
棄
ぜ
ず
、
多
極
外
交
に
よ
る

酷
し
合
い
の
方
向
を
打
ち
出
す
。
力
の

立
場
と
は
、
戦
略
核
兵
器
、
戦
術
核
兵

器
の
弧
化
に
よ
る
対
ノ
抑
n
〃
蟻
職
で

あ
る
。
働
皿
可
的
な
!
ー
バ

コ
ミ
ノ
ト
メ

ン
ト
か
ら
ア
メ
U
カ
は
炸
退
し
、
釣
鮪

の
r
体
は
旨
嘱
圃
に
委
サ
る

つ
実
り

厚
地
的
↓
角
に
つ
い
て
は
、
巨
盟
清
国

お
よ
ノ
友
好
国
が
抑
止
へ防
働
)
の
第

の
最
大
結
策
を
訴
え
る
。
(編
集
部
)

一
の
任
務
を
果
し
(肩
代
り
)
、
米
兵

力
は
戦
術
的
な
打
離
兵
力
と
な
る
。

①
に
つ
い
て
、
簡
単
に
見
て
お
く
と

七
凶二
年
度
の
氷
・
国
防
報
告
は
対
ソ
抑

止
力
と
し
て
、
十
分
な
核
抑
止
力
の
保

有
、
均
衡
が
と
れ
戦
闘
即
応
な
装
備
の

全
馨

務
部
隊
の
保
有
・
配
欄
、
技
術

的
優
位
の
保
持
の
た
め
の
兵
器
の
研
究

・
開
発
を
二
つ
の
柱
と
し
て
い
る
(い

わ
ゆ
る
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
戦
略
)
。

軍
事
戦
略
ど
し
て
み
れ
は
、
ニ
ク
ソ

ン
"
キ
ノ
シ
ン
ジ
ャ
r
の
戦
略
は
、
六

〇
年
代
の
ケ
不
デ
ィ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
ーー

マ
ク
ナ
マ
ラ
の
柔
軟
反
応
戦
略

(注
)

と
は
区
別
さ
れ
て
大
皿
報
復
戦
陥
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
六
Q

年
代
後
半
以
降
の
、
ソ
連
翼
事
力
の
急

速
な
拡
大
と
海
洋
展
開
と
、
ベ
ト
ナ
ム

革
命
揮
圧
の
破
綻
と
い
う
=
つ
の
麟
態

に
よ
っ
て
、
転
換
を
確
い
ら
れ
た
も
の

と
い
ん
る
。

ソ
触
'の
班
"
力
は
、
戦
略
核
戦
力
で

七

i
禾
鋼
右
、
I
C
B
M
(入
陸
聞

弾
遊
、
、サ
イ
レ
)
て
は
苅
人
』
○
⊂
遜

以
ー
の
優
位
、
虫
ワ
リ
ス
型
』
淋
と
嬉

載
S
L
B
M
(沢
中
発
射
ミ
サ
イ
ル
)

で
は
対
米
七
割
に
肉
薄
。
さ
ら
に
、
新

型
戦
略
爆
暴
機
T
U
訂
の
開
発
に
よ
っ

て
、
B
駝
の
覇
機
は
逆
転
。

海
軍
力
で
は
、
ソ
超
の
新
造
計
画
は

目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、
七
五
年
に

は
ソ
連
一〇
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
は
一ハ

の
比
率
に
な
る
。
ま
た
庄
目
さ
れ
る
の

は
、
攻
畢
空
母
の
建
危
に
着
手
し
た
こ

と
で
、
八
〇
年
代
初
頭
に
は
米
海
軍
の

空
冊
機
劾
部
隊
と
対
抗
す
る
も
の
と
み

ら
れ
る
。

空
軍
力
で
も
、
戦
術
空
盟
で
は
す
で

に
対
米
優
位
に
立
ち
、
新
機
租
開
発
で

も
圧
倒
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

現
在
の
ソ
連
の
盟
事
戦
略
の
方
向
は

①
戦
略
核
戦
力
に
お
い
て
は
、
米
・中

両
国
を
制
圧
・
抑
圧
す
る
②
海
軍
力
の

強
化
農

開
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の

海
と
な
っ
て
い
た
世
界
の
海
洋
に
道
を

拓
く
と
と
も
に
、
ソ
逮
自
体
の
海
運
力

の
世
界
へ
の
伸
長
お
よ
び
資
源

(と
く

に
燃
料
工
不
ル
ギ
ー
)
導
入
路
の
確
保

を
め
ざ
す
③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は

強
大
な
地
上
軍
を
配
雌
し
、
N
A
T
O

側
と
均
衡
、
安
定
(こ
れ
が
欧
州
安
保

と
い
う
政
治
の
基
盤
)
。
他
力
、
中
国

国
境
に
お
い
て
は
同
様
に
地
ヒ
軍
を
展

開
し
、
中
国
を
制
圧
す
る
(現
在
】
乃

♂
余
の
国
境
に
ソ
連
軍
四
四
個
師
団
・

一
〇
〇
力
が
展
開
)
こ
と
に
置
か
れ
て

い
る
。
こ
の
①
と
③
は
お
の
お
の
、
米
ソ
会

談
、
S
A
L
T
、
欧
踊
安
保
な
ど
改
治

・
外
交
の
舞
台
で
の
交
渉
を
併
っ
て
い

る
が
②
に
つ
い
て
は
、
米
ソ
が
ま
さ
に

熱
戦
さ
な
が
ら
の
海
洋
戦
略
を
展
開
さ

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

海
洋
戦
賂
の
拡
大

ペ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
い
て
、
米
第
七

艦
隊
は
、
ト
ン
キ
ン
湾
、
南
ン
ナ
海
に

浮
ぶ
基
地
と
し
て
、
同
海
域
に
く
ぎ
づ

け
に
な
っ
た
(全
海
軍
力
の
三
分
の

一
)
。
そ
し
て
英
国
艦
隊
の
ス
エ
ズ
以

東
か
ら
の
撤
退
と
い
う
状
況
か
ら
、
ソ

連
太
平
洋
艦
隊
は
一
気
に
イ
ン
ド
洋
を

制
覇
、
早
く
も
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
独
立

に
活
躍
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ク
、
ソ
マ
リ

ア
に
寄
港
地
を
も
う
け
、
常
時
遊
ざ
さ

せ
る
態
勢
に
入
っ
た
。
皿方
、
黒
海
艦

隊
も
地
中
海
の
米
第
バ
駈
隊

英
海
軍

転
換
す
る
日

の
実
力
低
下
に
併
っ
て
、
地
中
海
分
遣

隊
が
増
強
。
ソ
連
の
海
洋
戦
略
は
革
命

の
ル
ツ
ボ
・中
東
資
源
地
帯
を
地
中
海

と
イ
ン
ド
洋
の
策
西
か
ら
制
圧
、
同
時

に
対
中
国
制
圧
を
国
境
の
陞
軍
と
海
の

双
方
か
ら
笑
現
せ
ん
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
ソ
連
の
海
軍
力
が
太
平
洋
駈
隊
を
中

心
と
し
て
、
全
世
界
的
配
儲
に
近
づ
い

て
い
る
こ
と
ほ
、
七
〇
年
四
月
の
"
オ

ケ
ア
ン
4
大
演
暫
で
示
さ
れ
て
い
る
。

同
盟
国
英
艦
隊
が
今
や
鉄
ク
ズ
に
聯

し
い
以
上
、
ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン

中東の
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の
対
ソ
抑
止
刀
の
成
舎
は
と
り
も
な
お

さ
ず
海
洋
戦
略
の
優
劣
に
か
か
っ
て
い

る
。先
に
の
べ
た
ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ

ン
の
二
つ
の
柱
を
考
汎
て
み
る
と
、
局

地
紛
争
す
な
わ
ち
民
族
解
放
蘭
争
の
場

か
ら
地
上
里
を
撤
退
さ
せ
る
た
め
に

は
、
極
め
て
高
い
戦
略
打
馨
力
が
必
喪

で
あ
り
、
そ
の
要
が
海
軍
機
助
部
隊
の

育
効
な
配
盤
で
あ
る
こ
♪
ほ
い
う
ま
で

も
な
い
。
ソ
速
の
軍
事
拡
張
に
応
し
る

経
済
的
政
治
的
余
裕
の
な
い
ア
メ
リ

カ
は
当
然
に
も
、
現
軍
鰯
の
効
率
的
な

運
用
と
同
盟
国
へ
の
黄
任
分
彊
の
途
を

選
ぶ
こ
と
に
な
る
。

従
釆
、
ア
ジ
ア
東
岸
海
域
に
遊
丸
し

て
い
た
米
第
七
艦
隊
は
、
ハ
ワ
イ
お
よ

び
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
修
理
、
補
齢
の

母
港
と
し
て
お
り
、
経
済
卜
戦
陥
ー
の

大
き
な
不
ノ
ク
と
な
っ
て
い
㌔

、
・
り

に
革
働
情
勢
に
あ
る
中
藁
也
頴
r
顔
戸

し
、
か
つ
ソ
連
の
イ
ン
ド
洋
戦
隅
三
ヨ

ん
制
す
る
必
要
が
生
し
て
い
勾

か
く

レ
て
、
第
七
艦
隊
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時

の
約
二
簡
の
能
力
を
発
揮
す
る
必
皮
に

遺
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
西
岸
に
海
軍
婿
地

カ

所
、
同
内
陸
部
に
戦
略
情
報

通
ら
基

地
ニ
カ
所
、
さ
ら
に
イ
ノ
ド
い
ー
の
蔑

領
デ
ィ
エ
ゴ

カ
レ
ノ
ア
踊
に
聖
、
車

事
基
地
の
建
設
に
衝
丁
、
さ
ら
に
F
ル

ジ
ブ
、
パ
ー
レ
ン
に
海
甥
暴
旭
を
碓
伽

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
七
艦
隊
の
二

機
動
部
隊
は
今
年
に
入
っ
て
、
シ
ャ
ム

湾
へ
移
っ
た
。

そ
し
て
、
横
須
賀
で
あ
る
。

遠
隔

駐
留
戦

略

ニ
ク
ノ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
て
し
⊂
二

　ク
ソ
ン
日
串
ノ
ン
ン
ノ
ヤ
i
世
界
戦
略

は
、
軍
事
戦
略
の
水
準
で
い
え
ば
、
総

合
戦
陥
構
想
ー

盛
阿
駐
留
戦
略
(も

と
よ
り
大
量
報
復
戦
略
と
同
義
)
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
ア
ノ
ア
・太
平
洋
圏
に

お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
再
編
と
し
て

現
出
し
つ
つ
あ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
ア
リ
ュ

ー
ン
ヤ
ン
・
ロ
本
・
沖
縄
・
韓
国
・
台

湾
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ

と
い
う
前
線
軍
事
網
を
も
っ
て
、
対

ソ
、
灯
中
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
人
民
抑
圧

の
戦
略
を
し
い
て
き
た
(柔
軟
反
応
戦

略
に
も
と
つ
く
ノ
。
ニ
ク
ソ
ン
。
ド
ク

ト
リ
ン
の
方
向
性
そ
し
て
ソ
連
海
洋
戦

略
、
申
国
の
I
R
B
M
開
発
に
伴
っ

て
、
米
軍
は
い
ま
、
右
の
前
線
に
拠
点

重
要
基
地
を
確
保
し
つ
つ
、
戦
略
打
撃

力
を
グ
ァ
ム
を
中
核
と
す
る
ミ
ク
ロ
ネ

米
軍
事
戦
略

ン
ア
戦
略
基
地
へ
移
そ
う
と
し
て
い

る
。グ
ァ
ム
島

空
軍
基
地
施
設
の
強

化
、
軍
港
の
拡
充
。

サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン

新
空
軍
基

地
(三
〇
〇
〇
督
級
滑
走
路
)
建
殴
。

パ
ラ
ォ
諮
島

海
軍
お
よ
び
海
兵
隊

基
地
の
建
設
ω

バ
ベ
レ
ト
ア
プ
島

海
軍
総
合
基

地
、
原
演
拠
慮
。

そ
し
て
、
以
前
の
「柔
軟
反
応
戦

略
」
と
は
異
な
り
、
こ
の
新
し
い
置
事

網
で
は
、
対
ソ
、
対
中
制
圧
と
ア
ノ
ア

人
民
抑
圧
を
別
個
の
も
の
と
せ
ず
、
一

つ
の
総
含
軍
事
的
対
象
と
し
て
養
冗
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
米
軍

は
日
本
軍
(自
衛
隊
)
と
の
総
合
的
な

任
務
分
担
を
蕊
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
戦
略
を
果
奪
つ
と
し
て
い
る
。

沖

縄

派

兵

と

母

港

化
ー

臼
ム
お
よ
び
沖
縄
に
お
け
る
ー
妥
な

軍
"
体
制
の
再
編
は
次
の
よ
う
に
笹
理

さ
れ
る
。

(1
)
在
日
米
軍
基
地
の
合
理
化

効

率
化[関
策
セ
画
」
な
ど
に
代
衣
さ
れ

る
在
目
米
車
基
地
の
整
押
・
縮
小

横

須

賀

は

海

の

要

は
、
で
の
基
抑
辞
建
数
に
お
い
ご
ハ
九

駕

ホd
米
八
口
声
り
恥
の
一
分
の
」
以

ト
と
'、遮
に
釣
ん
で
い
る
、
し
か
し
こ

れ
は
重
裁
処
点
刀
式
と
醇
ば
れ
る
も
の

で
あ
り
、
ニ
ノ
ク
ン
・
ト
ク
ト
リ
ン
ー

レ
ア
ー
ド
戦
路
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
戦

略
の
綴
に
沿
う
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ソ
ォ
ー

ス
型

(出
堅
型
)
戦
力
へ
の
再
編
に
他

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ニ
ク
ソ
ン
の

ド
ル
防
衛
政
策
と
も
合
致
し
て
、
平
時

に
は
経
済
的
に
、
有
事
に
は
効
率
的

に
、
そ
の
軍
事
力
を
動
か
そ
つ
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
(
別
衣
)

(2
)
米
海
軍
第
七
艦
隊
の
母
港
化

耐
項
ま
で
で
述
べ
て
き
た
通
り
、
ソ

連
海
洋
戦
略
へ
の
け
ん
制
と
ア
ノ
ア
、

中
策
人
民
抑
圧
の
た
め
に
、
米
海
軍
は

東
ア
ジ
ア
地
颯
に
そ
の
母
港
が
必
異
と

な
っ
た
。
母
港
は
、
修
理
・
補
給
目
的

で
あ
る
以
⊥
、
ア
ジ
ア
地
域
で
そ
れ
が

可
能
な
」
業
水
準
に
あ
る
の
は
日
本
だ

け
で
あ
る
。
七
二年
二
月
、
日
米
両
政

府
は
、
い
わ
ば
蚤
然
の
こ
と
と
し
て
、

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
の
横
須
賀
母
溢
化
に
合

意
し
た
。

第
七
濫
隊
は
、
巡
洋
艦
オ
ク
ラ
ホ
マ

シ
テ
ィ
を
旗
艦
と
し
て
膚
に
取
喉
型

空
母
五
隻
を
持
ち
、
二
一
Q
～
二
二
〇

隻
の
艦
艇
は
空
母
一
慶
を
中
心
に
駆
遂

艦
な
ど
に
よ
る
機
動
部
隊
を
編
成
。
核

弾
頭
ミ
サ
イ
ル
・
タ
ロ
ス
、
核
魚
置
サ

ブ
ロ
ッ
ク
、
対
潜
ミ
サ
イ
ル
・
ア
ス
ロ

ノ
ク
、
艦
対
窒
ミ
サ
イ
ル
・
テ
リ
ア
、

タ
ー
タ
ー
な
ど
を
装
備
。
超
晋
速
全
天

■▲

10
月
横
須
賀
入
港
が
予
定
さ

}

れ
る
核
空
母
・
ミ
ッ
ド
ウ
=
イ

"

へ

依
2
エ
ノ
ト
戦
闘
機
F
4
フ
ァ
V
ト

ム
、
A
4
ス
カ
イ
ホ
ー
ク
、
艦
上
攻
撃

A
3
D
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
リ
ア
ー
な
ど
七

〇
〇
樵
と
海
兵
隊
を
含
め
て
八
力
七
千

在日米軍の重要拠点とその機能

司令部、空輸拠点、居住地載

情報 。通悟、偵寮

戦闘部隊、空輸拠点

の
兵
力
を
積
載
し
て
い
る
。

す
で
に
第
七
髄
隊
第
十
玉
駆
遂
隊
の

護
衛
艦
艇
群
、
ウ
ォ
ー
デ
ン

(ミ
サ
イ

ル
。
フ
リ
ゲ
ー
ト
/
五
七
六
〇
トノ)
、

パ
ー
ソ
ン
ズ

(ミ
サ
イ
ル
駆
逐
賑
/
四

一
五
〇
ノ
)
、
ロ
;
ワ
ン
(駆
逐
隊
/

二
四
二
五
ト
ノ)
、
バ
ウ
セ
ル
(向
L
)

ガ
ー
ク

(同
上
)
、
ア
ン
ダ
ス
ン

(同

上
)
は
、
七
]
年
十
一
月
に
嶺
須
賀
母

港
化
を
済
ま
せ
て
い
る
。
そ
し
て
七
二

年
三
月
、
ベ
ト
ナ
ム
大
攻
勢
時
に
は
、

横
須
賀
か
ら
出
懸
し
た
。

ミ
ノ
ド
ウ
ェ
イ
は
、
大
改
装
を
終
え

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
次
ぐ
、
戦
略
的

破
擬
力
を
も
っ
た

"核
空
母
4
と
し
て

右
の
護
衛
艦
隊
と
合
厩
し
て
、
横
須
賀

を
母
港
と
ず
る
一
機
動
部
隊
を
率
い
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
.

こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
部
隊
は
、
従
釆

の
約
半
年
間
と
い
う
作
戦
従
事
期
間
の

制
約
が
解
除
さ
れ
、
約
三
年
間
に
わ
た

り
継
続
任
務
に
就
く
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
部
隊
は
西
太
平

洋
日
本
近
海
、
稟
シ
ナ
海
を
作
戦
海
域

と
し
、
ま
た
三
日
間
で
イ
ン
ド
ン
ナ
海

姻
へ
直
行
可
能
で
あ
り
、
当
該
地
域
の

人
民
抑
圧
そ
し
て
、
ソ
超
太
平
洋
艦
隊

の
日
本
海
ー
東
シ
ナ
侮
巡
回
を
大
き
く

け
ん
制
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
.

日
米
攻
守

連
合

司令部、修理、補給、居庄地域

修理、擁給

こ
の
二
つ
の
.〈軍
配
備
の
日
本
・沖

縄
地
颯
の
変
化
は
、
当
財
に
ア
ジ
ア
・

田

沢

横

三

砺 手 納

 

軍空

補給

司令郎、層住地載

補給、修理

横 須 賀

佐 世 保

ホワ イ ト
・ビ ーチ

 

軍海

間座

相 模 原

 

軍陸

戦闘部隊

戦闘部隊、禰絶

 

国

縄

岩

沖

海異隊

「
〉

畏
沼
基
地
に
配
備
さ
れ
た
ナ
}

闘

}

イ
キ

.ミ
サ
イ
ル
。
射
距
離

一

μ

七
。
舌

鐘

す
る

㌧

太
平
洋
囲
安
保
の
再
編
、
自
鋤
隊
の
質

的
再
編
を
と
も
な
う
。
つ
ま
り
、
日
米

両
軍
の
聡
合
化
-
攻
守
速
合
化
で
あ

げて

 

あを総力

三
〇
〇
円存在報

想醐

翼誓

い

ー

餐脚

理
識囎
灘織
雛
響難
㎜

哲学

五
十
年
を
語
る
(
五
九)

・:

毘

隆

茶

道

の

哲

学

久
擾
真
[

署
作集

第
皿
巻

《
5
判
・
二
五
Q
O
円

活

き

た

眼

H

ス
タ
ロ
バ
ン
ス
キ
ー
董
9

嘱
産
聾
雄
訳

B
6
判
・

ニ
ニ
0
0円

宗

教

実
存
主
義
講
座
斑

飯
島
宋
享
・

吉沢

伝
三
郁
属

四
六
判

二
四
〇
〇
円

姻青

讐

綴講

毒譲

ゴ嬬

駄

理

想

社

は
]
体
と
な
っ
て
い
る
。

以
⊥
の
よ
う
に
、
毫
買
を
先
頭
に
日

米
両
買
の
一体
化
は
肇

に
進
ん
で
い

る
。
つ
ま
り
、
日
氷
帝
国
這
義
の
東
ア

ノ
ア
共
同
反
革
命
臨
戦
即
応
体
制
は
軍

事
面
で
、
米
軍
が
攻
撃
戦
力
、
自
衛
隊

が
防
勧
戦
力
を
連
係
し
て
担
っ
て
い

る
。と
く
に
、
久
保
・
ウ
:
チ
ス
協
定
、

防
衛
二
法
に
よ
っ
て
、
沖
縄
を
中
心
と

す
る
空
軍
の
共
同
化
は
極
め
て
大
が
か

り
に
雌
み
①
迎
撃
戦
闘
郎
隊

(F
一
〇

四
J
)
が
那
覇
丞
地
で
ス
ク
ラ
ソ
プ
ル

態
努
に
入
っ
て
、
痛
手
納
在
沖
縄
米
軍

の
防
鋤
に
つ
い
」
い
る
こ
と
ω
地
対
空

ミ
サ
イ
ル
(ナ
イ
キ
、
ホ
ー
ク
)
鄙
隊

の
自
衛
隊
移
瞥
③
レ
:
ダ
ー部
隊
の
自

衛
隊
移
営
、
と
い
う
形
に
な
っ
て
い

る
。沖
縄
を
至
の
要
(迎
撃
・
レ
ー
ダ

ー
)
と
表
現
す
れ
は
、
横
須
賀
は
ミ
ノ

ド
ゥ
ェ
イ
λ
港
を
も
っ
て
、
海
の
要
と

な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
母
港
化
に

伴
う
自
衛
隊
の
質
的
変
化
を
さ
ら
に
次

の
二
煮
に
わ
た
っ
て
見
て
お
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

①
海
工
自
衛
隊
の
本
格
珂
な
海
軍
磯

10・5

へ須 賀

 

横

よ入港を阻止せ

 

る
。
そ
の
註
行
を

一軍
別
に
見
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

①
海
軍

在
日
米
軍
司
令
部
(横
須

賀
)
の
告
パ
ー
ト
〔坦
務
・
人
郁
、
情

報
、
作
戦
。
通
信
)
、
計
画
、
兵
帖

に
、
従
来
の
自
衛
隊
連
絡
将
校
の
ほ
か

に

緊
急
即
応
担
」
」
将
校
が
配
属
さ

れ
、
作
戦
の
共
同
化
が
実
現
さ
れ
た
。

こ
れ
は
ミ
ノ
ド
ウ
エ
イ
母
港
化
に
よ
っ

て
、
米
第
七
艦
隊
と
海
上
自
衛
隊
の
平

時
・
戦
時
を
通
じ
て
の
共
同
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
化
を
意
味
す
る
。

②
陸
置

沖
縄
「
返
還
」
に
伴
っ

て
、
在
日
米
陸
琢
司
令
部
ぱ
、
在
沖
縄

米
陸
躍
司
令
部
お
よ
び
部
隊
を
統
合
、

一元
化
さ
れ
た
。
同
時
に
、
陸
上
自
衛

隊
の
遮
絡
将
校
が
増
強
さ
れ
、
日
米
共

同
作
戦
へ
の
途
を
拓
い
た
。

③
空
軍

沖
縄
に
お
い
て
は
、
在
沖

縄
米
空
置
の

「
防
空
戦
力
」
は

「返

遠
」
に
伴

っ
て
、
全
て
が
日
本
側
に

移
譲
さ
れ
た
。
し
か
し
従
来
の
強
力
な

「攻
撃
戦
刀
」
は
継
持
さ
れ
て
お
り
、

攻
を
米
軍
、
守
を
自
衛
隊
が
分
担
し
、

空
軍
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
完
全
に
両
者

巣
団
地
を
造
成
、
基
地
を
と
り
か
こ
む

形
で
、
多
か
れ
少
な
か
れ
軍
需
を
受
け

る
工
場
群
が
い
よ
い
よ
充
実
す
る
.
お

そ
ら
く
、
横
須
賀
基
地
一帯
は
、
日
本

農
大
の
置
需
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
形
放
さ

れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
れ

は
相
模
原
地
城
の
機
能
と
隣
せ
蓼
乳
れ

ば
神
奈
川
県
一帯
が
い
か
な
る
産
業
地

帯
と
な
っ
て
い
く
か
、
ほ
ぼ
明
瞭
で
あ

ろ
う
。母

港
化
を
阻
止
せ
よ

能
確
保
と
日
氷
皿
体
化

従
来
の
海
上

自
爾
隊
の
能
力
は
、
お
よ
そ
防
衛
の

任
で
あ
れ
、
米
翼
と
共
同
作
戦
が
可
能

な
水
準
に
は
な
か
っ
た
。
し
か
、
こ
の

母
港
化
に
伴
い
S
R
F
(艦
船
修
理

部
)
一
ー

一[77ド
ノ
ク
の
共
同
硬
用
が

開
始
唇
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
海
上
自
衛

隊
は
そ
の
建
艦
能
力
、
艦
船
修
理
能
力

を
得
、
戦
略
打
蛾
力
と
し
て
の
第
七
腔

隊
、
戦
術
攻
撃
力
(守
備
刀
)
と
し
て

の
海
ユ
自
働
隊
の
共
同
作
戦
が
可
能
と

な
る
。
い
わ
ば
、
ま
る
は
だ
か
の
ミ
ッ

ド
ウ
エ
イ
艦
隊
の
対
潜
哨
戒
。
攻
畢
、

船
団
護
衛
、
偵
察
の
部
分
を
海
ー
自
街鍵

も
は
や
、
ミ
ノ
ト
ウ
エ
イ
横
須
賀
母

溢
化
が
反
革
命
・
人
民
抑
圧
の
重
大
な

進
展
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

つ
。
七
〇
年
代
の
日
米
反
革
命
軍
耶
戦

略
に
お
い
て
、
そ
れ
は
沖
縄
派
兵
と
な

ら
ぶ
意
味
を
肩
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
一
」本

の
柱
に
徴
し
て
ま
と
め
る
な
ら
は
、

①
対
ソ
。対
中
核
戦
略
、
海
洋
戦
略

に
つ
い
て
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
巽

同

で
そ
の
軍
事
戦
略
を
担
い
、
そ
の
最
前

線
で
攻
守
迎
合
を
形
成
す
る
り

②
ア
ノ
ア
人
氏
抑
比
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
依
方
戦
争
協
力
か
ら
、
蜘
ア
ノ

ア
地
域
で
は
、
日
本
が
直
接
的
軍
事
介

人
を
行
な
う
戦
略
配
樹
と
な
っ
た
。

沖
縄
派
兵
と
ミ
ノ
ド
ウ
エ
イ
母
逝
化

は
、
全
と
海
か
ら
こ
の
二
点
を
実
現
す

る
も
の
で
、
と
れ
を
も
っ
て
、
七
Q
針

代
中
期
以
随
の
か
な
り
k
期
間
を
射
程

に
お
い
た
、
日
米
反
革
命
臨
戦
体
制
は

・て
の
基
盤
を
確
玩
す

⇔
と
考
え
ら
れ

る
.(註

)
柔
軟
反
応
戦
略
は
「
人
別

し
て
三
つ
の
杜
よ
り
形
放
さ
れ
Φ
戦
略

核
報
復
戦
略
②
通
常
兵
力
に
よ
る
刈
姥

戦
略
③
対
反
乱
戦
争
の
た
め
の
持
殊
戦

略
、
が
う
ぢ
た
て
ら
れ
た
。
①
の
た
め

に
は
対
ソ
絶
対
優
位
を
目
指
し
、
と
く

に
第
二
撃
力
と
し
て
の
ポ
7
リ
ス
沼
水

艦
隊
の
増
強
に
力
が
冴
が
れ
、
戦
照
核

戦
力
に
お
い
て
対
ソ
四
対
一
と
い
う
圧

倒
的
優
位
を
、
一
九
六
〇
鉢
代
半
ば
に

達
成
す
る
に
至
っ
た
。
②
に
つ
い
て
は

装
備
の
改
善
・新
式
化
を
行
な
い
、
陸

軍
は
師
団
の
内
容
を
改
艮
し

、
通
常

戦
争
対
応
能
刀
を
局
め
た
、
ま
た
、
打

撃
軍
方
式
を
採
用
し
、
空
中
機
動
力
に

よ
る
緊
急
展
囲
体
制
を
確
立
し
、
陸
卓

の
戦
闘
効
率
を
大
幅
に
商
め
た
。
海
冤

は
大
型
の
政
饗

母
戦
隊
を
強
化
し
、

海
軍
力
の
戦
陥
的
展
開
と
戦
術
攻
撃
刀

の
増
強
を
行
っ
た

・
「
「
ゆ
に
つ
い
C

は
(テ
イ
フ
ー
戦
略
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
核
戦
争
へ
の
拡
人
を
抑
制
よ
る
九

め
に
限
冠
さ
れ
た
局
地
戦
争
が
敢
発

し
、
載
争
の
茎
厩
は
氏
族
解
放
の
革
命

戦
争
に
な
る
時
代
に
あ
っ
て
(民
族
解

放
戦
争
日
革
命
戦
争
を
制
圧
す
る
ヶ対

反
乱
戦
争
ず
の
た
め
の
新
戦
略
と
し

て
、
"特
殊
戦
争
σ
戦
略
が
牛
み
口
さ

れ
、
そ
の
軍
事
目
的
を
遂
行
す
る
た
め

の
特
殊
鄙
隊
が
創
設
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
」(小

山
内
宏
「
取
事
学
入
門
」
)

。日

交の行助

藝.

叢

轟
〈3
期
第-
。配本
〉

㎜⑳日本古代の仏教と民衆撚

撒
馨
獺羅

灘雛

O

近
代
の
女
性
群
像

櫛

欝
解膝

翻
講
羅肇

聯鶴

騨

剛

闘 斬刊・璽属'
く餅騨肛 書鳳鋼陶巳》

全
有
機
化
合
物

化
学
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闘瀞勝犬郁寓

第

醐
一

章

別
圏
か
ら
の
少
女

1

日
本
と
の
戦
争
は
ま
だ
終
っ
て
い
な

か
っ
た
。
不
意
に
他
の
さ
ま
ざ
ま
の
出

来
事
が
戦
争
を
遮
っ
た
。
革
命
の
濠

が
、
一
波
ま
た
　
波
と
さ
ら
に
高
く
さ

ら
に
来
薗
有
に
、
ロ
シ
ア
を
つ
ね
り
過

轡
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
の
頃
、
ベ
ル
ギ
ー
人
技
師
の
来
亡

人
で
あ
り
臼
身
は
ロ
ン
ア
に
帰
化
し
た

フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
マ
ー
リ
ヤ
・
カ
ル
ロ

ー
ヴ
ナ

・
ギ
ン
ヤ
ー
ル
は
二
人
の
子

供
、
息
子
ロ
ジ
オ
ン
と
娘
ラ
リ
ー
サ
を

と
も
な
っ
て
ウ
ラ
ル
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に

出
て
来
た
。
彼
女
は
息
子
擁

軍
幼
無

学
校
(腔
1
)
に
、
娘
を
女
子
中
掌
に

入
れ
た
が
、
偶
然
そ
れ
は
ナ
ー
ジ
ャ
。

コ
ロ
グ
リ
r
ヴ
↑
ワ
が
学
ん
で
い
た
同

じ
中
学
、
同
し
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。

マ
ダ
ム
・
ギ
ノ
ヤ
ー
ル
に
は
X
が
残

し
て
く
れ
た
株
券
の
た
く
わ
え
が
あ
っ

た
も
の
の
、
そ
れ
は
以
前
は
高
騰
し
た

が
今
で
は
下
溝
し
は
じ
め
て
い
た
。
資

産
が
な
し
く
ず
し
に
消
え
て
行
く
の
を

お
さ
え
、
手
を
洪
塾
て
も
い
ら
れ
な
い

た
め
に
、
マ
ダ
ム
・ギ
シ
ャ
ー
ル
は
、

さ
し
て
大
き
か
ら
ぬ
憂
渠
、
凱
旋
門
近

く
に
あ
る
レ
ヴ
ィ
ー
ソ
カ
ヤ
の
磐
脛
ア

ト
リ
エ
を
、
レ
ヴ
ィ
r
ツ
カ
ヤ
の
相
競

人
た
ち
か
ら
、
も
ζ
の
ま
ま
の
店
名
を

つ
か
う
梱
利
、
以
前
の
顧
客
の
層
や
城

断
師
や
見
習
い
縫
子
ぜ
ん
ぶ
を
ひ
っ
く

る
め
て
質
い
取
っ
た
。

亡
き
夫
の
友
人
で
あ
り
自
分
自
身
の

頼
り
、
ロ
シ
ア
の
突
業
情
勢
を
五
本
指

の
如
く
に
知
悉
し
て
い
た
冷
醒
な
笑
策

家
に
し
て
弁
譲
士
で
あ
る
コ
マ
ロ
フ
ス

キ
ー
の
助
言
で
、
マ
ダ
ム
・
ギ
ン
ヤ
ー

ル
は
}
〕つ
し
た
の
だ
っ
た
。
彼
女
は
こ

の
鼓
と
上
京
に
つ
い
て
は
文
通
で
日
取

り
を
決
め
、
破
は
一家
を
停
卑
燭
に
出

迎
え
、
}
家
の
た
め
に
部
屋
セ
取
っ
て

お
い
た
ア
ル
ジ
ェ
イ
ヌ
イ
撰
町
の
ホ
テ

ル
(
チ
ェ
ル
ノ
ゴ
リ
ヤ
V
(注
1ー
モ
ン

テ
不
グ
ロ
の
意
)
の
塞
異
付
耶
鼠
に
全

モ
ス
ク
ワ
を
楓
切
っ
て
案
内
し
、
こ
の

披
が
ロ
ー
ジ
ャ
を
幼
年
学
校
に
、
ラ
ー

ラ
を
自
分
が
推
奨
レ
た
女
子
中
宇
に
人

れ
る
よ
う
説
得
し
♪
て
し
て
彼
は
少
年

に
小
注
意
に
冗
談
を
曹
い
、
少
女
を
彼

女
が
赤
く
な
う
て
し
ま
っ
に
ほ
ど
見
惣

発

の
だ
っ
た
。

2

農
縫
ア
ト
リ
エ
に
付
腿
し
た
三
酪
麗

の
小
づ
く
り
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
に
移
り

住
む
削
に
、
お
よ
そ
]月
ほ
ど
彼
ら
は

(
チ
ニ
ル
ノ
ゴ
リ
ヤ
V
館
で
暮
ら
し

た
。こ
の
界
隈
は
モ
ス
ク
ワ
の
最
も
お
ぞ

ま
し
い
場
所
で
、
い
か
が
わ
し
い
辻
馬

罵
だ
02
淫
売
宿
だ
の
が
あ
り
、
街
コ
と

全
体
が
淫
蘭
に
身
を
妻
ね
、
(
身
を
持

ち
く
づ
し
た
被
造
物
た
ち
V
の
貧
民
窟

だ
っ
た
。

ホ
テ
ル
の
部
屋
の
き
た
な
ら
し
さ
、

南
京
虫
、
欄
え
つ
け
家
具
の
み
す
ぼ
り

し
さ
も
チ
供
た
ち
を
驚
樗
さ
せ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
父
の
死
後
、
母
は
零
落

未
絶
え
ざ
る
懲
筋
を
廠
じ
な
が
ら
生
き

て
き
た
。
ロ
r
ジ
ャ
と
ラ
ー
ラ
は
、
自

分
た
ち
が
確
厳
の
康
に
い
る
の
だ
と
き

か
さ
れ
る
こ
と
に
慣
れ
っ
こ
に
な
っ
て

い
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
街
の
浮
浪

児
で
は
な
い
の
だ
と
納
得
し
て
は
い
た

が
～
し
か
し
孤
児
院
の
養
い
子
ら
の
よ

う
に
、
彼
ら
の
心
に
は
金
持
ち
の
人
女

の
前
で
臆
す
る
気
が
深
く
巣
く
っ
て
い

た
。二
人
に
こ
う
し
た
怖
れ
の
生
き
た
実

例
を
与
え
て
い
た
の
は
母
だ
っ
た
。
ア

マ
ー
リ
ヤ
・カ
ル
ロ
ー
ヴ
ブ
は
二
計
五

歳
ほ
ど
の
太
り
肉
、
金
髪
の
女
性
で
、

彼
女
は
心
臓
の
発
作
を
繰
遜
す
た
び
笹

に
愚
打
の
発
作
を
榛
爆
し
て
い
た
。
彼

女
は
遠
♪
も
な
く
膿
鶏
な
女
で
、
死
ぬ

ほ
と
男
と
い
う
も
の
を
世
れ
て
い
た
。

よ
さ
し
く
セ
れ
ゆ
え
に
、
彼
女
は
ひ
ど

い
驚
欄
め
当
帳
か
b
、
絶
え
す
男
た
ち

の
抱
擁
か
ら
抱
擁
へ
と
行
峯

り
は
っ

た
り
に
飛
び
込
ん
で
い
る
の
だ
っ
た
。

(
チ
ェ
ル
ノ
ゴ
リ
ヤ
V
館
で
彼
ら
は

二
+
三
号
整
壼
晴
り
て
い
た
が
、
二
+

四
居
室
に
は
こ
こ
の
麗
鑓
以
来
、
汁
っ

か
き
で
、
麗
を
つ
け
た
禿
げ
願
の
好
人

物
、
セ
ロ
嚢
き
の
r
ノ
イ
シ
ュ
ケ
ヴ
ィ

チ
が
侃
ん
で
い
た
。
誰
か
ひ
と
を
脱
得

す
る
と
き
に
は
祈
る
よ
う
に
両
手
を
組

み
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
胸
に
押
し
あ
て

た
り
、
ま
た
集
り
で
演
奏
し
た
り
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
場
す
る
膿
に
は
ぐ
っ
と
婁

を
反
ら
し
、
惣
に
堪
え
ぬ
と
い
っ
た
風

情
で
目
士
を
日
照
さ
せ
て
い
る
人
物
だ

っ
た
。
彼
は
め
っ
た
に
郎
屡
に
い
る
こ

と
は
な
く
、
終
日
ボ
リ
ソ
ヨ
イ
劇
場
か

コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
リ
ヤ
(音
榮
院
)
に

出
か
け
て
留
守
に
し
て
い
た
。
こ
の
隣

人
ど
う
し
は
知
り
合
い
に
な
っ
た
。
お

互
い
の
親
切
さ
が
彼
り
を
血
し
く
蒼
甘

た
の
で
面
る
。

ア
マ
ー
リ
ヤ
・
刀
ル
ロ
ー
プ
ナ
に
し

て
み
舳
ば
、
コ
マ
ロ
フ
ス
キ
ー
が
諺
ね

て
く
0
瞭
に
ナ
供
た
ち
が
い
る
こ
と
は

時
お
り
は
ば
か
ら
れ
る
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
ト
リ
イ
ノ
去
ケ
ヴ
ィ
チ
は
外
に
出

か
け
る
と
き
に
は
、
彼
女
の
お
友
達
を

も
て
な
す
用
に
と
自
分
の
部
屋
の
鯉
を

彼
女
に
預
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が

て
マ
ダ
ム
・ギ
ン
ヤ
ー
ル
は
彼
の
自
己

犠
牲
に
す
っ
か
0
馴
れ
て
し
ま
い
、
何

愛
か
涙
な
が
り
に
彼
の
邸
屋
を
叩
い
て

は
、
彼
に
自
分
の
ハ
ト
ロ
ン
か
り
か
ば

っ
て
く
れ
と
細
ん
だ
り
も
し
尤
。
」

3

家
は
平
屋
遣
て
て
、
ト
ヴ
轟
ー
ー
ス

カ
ヤ
街
(
腔
2
)
の
角
か
ら
ほ
ど
遠
く

な
い
所
に
あ
っ
た
。
プ
レ
ス
ト
鉄
道

〔だ
-
ワ
ル
ノ
ヤ
ワ
力
面
西
鄙
線
、
現

d
ロ
ノ
ア
駅
)
が
翼
近
に
感
じ
ら
れ

た
。
ジ

、血
匁
に
欽
遵
肌
有
地
や
鉄
道

一
"
気
員
隊
舎
、
械
関
即
、
倉
暉
虐
の
が

一
、

鑑

.
「勢

泌

乞

監
…

、

、

,

,

一

「
九
〇
Q
飾モ

堕
品
祭
の
前
日
、
燈
の
野
辺
送
り
を
す
ま
ゼ
た
士
歳
の
ユ
ー
ラ

(ユ
ー
リ
イ
・ノ
ヴ
ァ

ゴ
)
は
翌
朝
質
の
中
を
蓄
い
叔
父
ヴ
ェ
デ
ニ
ャ
ー
ビ
ン
に
ひ
き
か
ら
れ
て
剛
都
ヴ
ォ
ル
ガ
地
方
に
旅
立
っ

た
.
叔
父
は
運
俗
し
た
司
祭
で
、
ユ
}竿
ク
な
作
家
.
哲
学
看
で
あ
り
、
の
ち
に
同
時
代
の
秀
れ
た
恵
想

隠

家
と
し
て
ユ
ー
ラ
に
漂
い
彫
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
.
[
九
〇
三
年
夏
、
叔
父
は
ユ
ー
ラ
を
遅
れ
て
富

一

者
コ
ロ
グ
リ
ー
ヴ
ォ
フ
の
蟹
地
を
訪
れ
、
モ
こ
に
滞
留
し
て
い
る
実
践
的
啓
蒙
家
ヴ
左
ス
コ
ヴ
ィ
ニ
コ
フ

と
ロ
シ
ア
摘
勢
を
験
じ
合
っ
た
が
、
丁
度
そ
の
ダ
刻
、
平
原
を
疾
走
す
る
く
五
時
の
急
行
列
颪
V
が
不
時

㎜

停
蟹
し
て
不
審
に
思
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
ユ
ー
ラ
と
そ
の
母
を
乗
て
た
大
寛
豪
の
父
ジ
ヴ
ァ
ゴ
が
湧
泊
の

末
投
身
自
殺
し
た
せ
い
だ
っ
た
.
ユ
ー
ラ
は
父
を
廻
ら
な
か
っ
た
.
同
じ
列
車
に
ユ
ダ
ヤ
人
弁
護
士
ゴ
ル

ド
ン
が
息
子
ミ
ー
シ
ャ
・ゴ
ル
ド
ン
と
乗
っ
て
い
た
.
ミ
ー
シ
ャ
は
モ
ス
ク
ワ
中
掌
に
転
校
す
る
途
中
だ

・

っ
た
.
ゴ
ル
ド
ン
父
子
は
ジ
ヴ
ァ
ゴ
の
最
期
の
奇
し
き
知
己
と
な
っ
た
.
父
ジ
ヴ
ァ
ゴ
は
同
仔
の
ミ
ー
シ

脚

ヤ
・
ゴ
ル
ド
ン
に
息
子
ユ
ー
ラ
の
圃
影
を
見
、
ウ
ラ
ル
の
鉱
石
標
本
な
ど
歩
貢
い
管
託
た
.
の
ち
に
ミ
T

シ
で
は
ー
ー
ラ
の
親
反
に
な
る
.
そ
の
不
時
停
車
の
時
刻
、
ユ
ー
ラ
は
領
聾
の
谷
蘭
を
め
ぐ
り
歩
い
て
い

た
.
コ
ロ
グ
リ
ー
ヴ
ォ
フ
家
の
末
娘
ナ
ー
ジ
ャ
は
モ
ス
ク
ワ
の
女
子
中
学
で
学
ん
で
い
た
が
、
同
家
一
寄

宿
し
て
い
た
中
掌
二
年
の
二
ー
カ
は
ナ
ー
ジ
ャ
を
好
き
、
二
i
力
眺
テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る
父
の
流
刑
地
に

池
げ
、
革
岱
家
に
な
る
こ
と
を
夢
想
し
て
い
た
.
彼
の
母
は
グ
ル
ジ
ブ
の
公
爵
家
の
娘
で
、
ま
だ
若
く
、

営
都
で
革
動
運
動
に
熱
申
し
て
い
る
気
ま
ぐ
れ
な
女
だ
っ
た
。

(小
説
時
は
ー

ロ
シ
ア
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

'ア
が
陸
親
た
る
ヨ
ー
ロ
ノ
パ
質
本
の
流
入
に
よ
っ
て

閉
い
込
ま
れ
る
熱
病
的
な
喧
騒
時
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
発
達
す
る
麩
逼
の
時
代
で
あ
る
.
従
っ
て
ロ

マ
ノ
は
時
代
H
鉄
道
上
に
お
い
て
現
笑
的
に
も
ま
兀
象
徴
的
に
も
物
踏
を
疾
走
さ
せ
"讐
」と
に
な
る
.
父

ジ
ヴ
ァ
ゴ
の
雷
曜
の
憂
愁
と
死
と
は
選

最
終
の
十
年
闇
ロ
シ
ア
に
お
け
る
金
本
位
制
導
く
(
=
ハ
九

七
年
ぜ
下
に
お
け
る
唯
各
的
古
ル
ー
シ
の
滅
び
で
も
あ
る
.
)

覧

48

`

ー

膠

ー

躍

は
じ
ま
っ
て
い
た
。

頭
の
い
い
少
女
で
、
貨
物
駅
の
さ
ゆ

従
集
員
の
姪
で
あ
る
オ
ー
リ
ヤ
・
ン
ヨ

ー
ミ
ナ
は
、
そ
こ
に
あ
る
わ
が
家
に
歩

く
て
戻
っ
て
い
た
。

彼
女
は
腕
の
い
い
見
冒
い
だ
っ
た
。

も
と
の
女
王
人
が
彼
女
を
特
に
目
に
か

け
た
が
、
今
は
新
し
い
マ
ダ
ム
が
手
も

と
に
親
し
く
近
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
オ
ー
リ
ヤ
・
ジ
冨
;
ミ
ナ
は
ラ

ー
ラ
が
と
て
も
好
き
だ
っ
た
。

す
へ
て
、
レ
ヴ
ィ
ー
ツ
カ
ヤ
が
と
り

し
」ざ
っ
て
い
た
姐
の
ま
ま
と
変
ら
な
か

っ
た
.
幾
台
も
の
ミ
シ
ン
が
疲
れ
た
縫

子
た
ち
の
下
が
る
脚
や
あ
ち
こ
ち
飛
び

移
る
手
の
下
で
、
気
が
変
に
な
っ
た
よ

う
に
回
転
し
て
い
た
。
誰
や
ら
一人
が

台
の
上
に
坐
っ
た
ま
ま
針
と
長
い
糸
を

も
っ
丈
+
を
サ
ノ
と
飛
び
トムら
せ
な
が

ら
ひ
っ
⊂り
と
縫
っ
て
い
左

床
に
は

[
圓
に
端
切
れ
が
散
ら
か
っ
て
い
た
。

会
謡
は
、
ミ
シ
ン
の
騒
琶
や
キ
リ
ー
ル

・
モ
デ
ス
ト
ヴ
ィ
チ
氏
の
転
調
す
る
ト

レ
モ
ロ
を
圧
倒
す
べ
く
く
南
で
し
な
け

れ
は
な
ら
な
い
有
様
だ
っ
た
が
、
こ
の

モ
デ
ス
ト
ッ
ィ
チ
、
窓
ア
ー
チ
の
下
の

鳥
篭
に
人
っ
て
い
る
カ
ナ
リ
ヤ
の
こ
と

で
、
こ
の
あ
だ
名
の
秘
密
は
前
店
土
が

進
場
に
一
緒
に
㎡
ち
ム
っ
て
し
瓢
っ
た

の
だ
(腔
3
)
。

応
接
室
で
は
御
婦
人
た
ち
が
絵
の
よ

う
に
群
れ
て
雑
秘
を
の
せ
た
テ
ー
プ
ル

を
取
り
囲
ん
で
い
た
。
彼
女
た
ち
は
絵

で
見
た
と
同
し
ょ
う
な
ポ
ー
ズ
を
っ
く

っ
て
立
っ
た
り
坐
っ
た
り
、
半
ば
肘
を

っ
い
て
み
た
り
し
、
そ
し
て
見
本
を
あ

れ
こ
む
見
駁
べ
て
は
互
い
に
フ
ァ
ノ
シ

ゴ
ン
に
つ
い
て
相
談
し
あ
っ
て
い
た
。

別
の
テ
ー
ブ
ル
の
土
任
席
に
は
ア
マ
ー

リ
ヤ
・カ
ル
ロ
ー
ワ
ナ
の
補
佐
で
最
占

二
の
裁
断
帥
の
「人
、
フ
ァ
イ
ー
ナ
・

ン
ラ
ー
ン
ヂ
ェ
ワ
ナ
・
フ
ェ
チ
ー
ソ
ワ

か
攣
っ
て
い
た
。
た
る
ん
だ
頬
の
く
ぼ

み
く
ぼ
け
に
幾
つ
も
π
の
あ
る
甘
淡
っ

た
冬
ん
」
ん
。

夜
～Aは
、
、た
ば
こ
臨
起
し
た
脅
製

一
ハ
イ
!
生
山
、hん
だ
歯
に
く
わ
え
、

1
一
が
」
色
い
眼
を
L
乃
細
め
、
'て
し

て
口
と
鼻
か
ら
】
筋
黄
色
い
爆
を
け
さ

出
し
な
が
り
、
丁
帳
に
番
れ
て
い
る
症

又
†
た
ち
の
サ
イ
ズ
や
領
収
証
ラ
ン
ハ

ー
、佳
納
、希
沼
オ
一δ
き
と
め
て
い
た
。

r
.・ー
リ
ヤ
・
カ
ル
ロ
ー
ヴ
ナ
は
こ

の
メ
p
リ

一
Lよ
新
し
く
⊂
未
経
験
な

吼
た
っ
地。
火
女
は
争
く
目
分
を
盾

ー
'〕レ」.ひ峨
」
」
い
な
へ
2
ん
p
し
ハ

し
P
用
八
宇
」
.ぴ
11
固
首
じ
、
フ
ェ
チ

ー
ソ
ノ
】
ひ

唄
が
お
け
た
。
と
ぱ
い

ー
も
ー
b
穴
'
」舷
が
し
い
時
国
だ
っ

え
。
ア
マ
ー
リ
ヤ
・
カ
ル
ロ
r
ソ
ナ
は

将
来
の
こ
と
を
ち
れ
こ
れ
考
え
る
の
を

5
れ
⊂
い
だ
。
絶
磁
が
彼
女
を
ζ
,
え

て
い
た
。
何
ナ
や
っ
て
も
役
女
は
う
ま

く
訂
っ
」
℃
め
し
が
ね
か
っ
た
。

コ
マ
ロ
ノ
ス
註
ー
は
頒
弊
に
彼
り
の

・
'こ
り
一乃
れ
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
イ

ノ
.
リ
ト
ワ
ィ
チ
(コ
ぞ
ロ
フ
ス
キ

ー
)
が
ア
ト
リ
L
全
体
を
つ
っ
切
っ
て

奥
半
分
の
住
い
に
向
い
、
通
り
が
か
り

に
、
着
薔
え
を
し
て
い
る
お
し
亭
れ
婦

人
犀
ち
を
仰
天
さ
せ
て
遺
る
と
、
嬬
人

た
ち
は
彼
が
現
わ
れ
た
の
で
折
た
た
み

衝
立
の
か
げ
に
か
く
れ
、
そ
こ
か
ら
硬

の
庫
か
ま
し
い
冗
韻
を
駆
山
戯
半
分
に

受
け
続
し
た
が
、
縫
子
た
ち
は
非
難
め

い
て
嘲
け
る
よ
う
に
彼
の
後
か
ら
囁
い

た
ー

(
お
出
ま
し
よ
V
、
(
あ
の
ひ

と
の
レ
コ
V
、
A
ア
マ
ー
ジ
カ
◎
惚
れ

薬
V
、
(
コ
ー
カ
サ
ス
水
牛
V
、
(
女

た
ら
》

。

さ
ら
に
大
さ
な
轍
悪
の
対
象
に
な
っ

た
の
は
彼
の
ゾ
ヤ
ノ
ク
と
い
う
ブ
ル
ド

ン
グ
で
、
彼
は
時
お
り
綱
を
つ
け
て
速

れ
て
き
た
が
、
ブ
ル
ド
ノ
ク
は
契
に
繭

嘘
的
な
潟
旛
力
で
彼
を
引
っ
ぱ
る
も
の

だ
か
ら
、
コ
マ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
歩
ど
ま

り
が
き
か
ず
足
も
と
が
よ
ろ
け
、
導
き

手
に
ひ
か
れ
盈
目
人
の
よ
う
に
両
腕
を

伸
ば
し
た
ま
ま
、
つ
ん
の
め
る
よ
う
に

突
進
し
て
大
の
あ
と
に
つ
い
て
進
ん

だ
。あ
⇔
響
の
日
の
こ
と
、
こ
の
ノ
ヤ
ノ

ク
が
ラ
ー
ラ
の
脚
に
か
ら
み
つ
き
、
彼

女
の
長
靴
下
を
引
裂
い
尼
こ
と
が
あ
っ

た
汐1

あ
の
ブ
ル
ド
ノ
グ
悪
厩
、
あ
た

し
が
死
な
し
て
島
を
つ
け
て
あ
げ
る
わ

よ
ー

と
オ
ー
リ
ヤ
・
ジ
コ
ー
ミ
ナ
は

子
供
っ
ぽ
≦
フ
ー
ラ
の
耳
も
と
で
堕
れ

飼
を
出
し
た
。

1

そ
う
ね
、
ま
っ
た
く
佃
ら
し
い

犬
。
で
も
、
い
っ
た
い
あ
ん
た
は
、
お

バ
カ
さ
ん
ね
え
、
ど
う
や
っ
て
そ
れ
を

す
る
つ
も
り
?

ー

し
っ
、
静
か
に
、
大
声
を
た
て

ち
ゃ
駄
目
、
お
し
え
て
あ
げ
る
わ
ね
。

ほ
ら
、
復
活
祭
用
の
石
の
タ
マ
ゴ
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
(蕨
4
)
。
ね
、
ほ
ら
あ

な
た
の
お
母
さ
ん
の
戸
棚
の
上
に

ー

あ
ら
、
あ
ノ㊨
わ
よ
、
大
理
石
や

水
晶
の
が
。

ー

ほ
り
七
つ
て
し
ょ
、
そ
れ
、
て

れ
な
の
よ
。
あ
ん
た
屈
ん
で
く
れ
な

い
、
耳
う
ち
す
る
か
ら
。
石
の
タ
マ
ゴ

を
取
っ
て
ラ
ー
ト
に
浸
た
㊨
で
し
ょ
、

ラ
ー
ト
が
く
っ
つ
く
で
し
ょ
、
す
る
と

あ
の
掛
癬
か
さ
の
犬
め
、
コ
く
ん
と
の

み
込
ん
で
、
あ
の
癌
魔
め
、
あ
の
だ
ん

ぶ
く
ろ
め
、
品
ま
っ
て
死
ん
し
早
つ

"凹鞠囲"

腸

の
、
そ
れ
っ
き
り
ー

ハ
ー
っ
て
わ
け

/

あ
ん
よ
を
ユ
に
あ
げ
て
ね
/

ま

る
で
ガ
ラ
ス
み
た
い
に
脆
い
も
ん
だ
わ

/
ラ
r
ラ
は
声
を
た
て
て
笑
い
、
羨
ま

し
い
気
持
ち
で
思
っ
た
。
こ
の
少
女
は

貧
し
さ
の
中
で
蕃
ら
し
、
働
い
て
い

る
。
庶
艮
の
子
供
兀
ち
は
早
熟
な
の

だ
o
と
こ
ろ
が
ほ
ら
彼
女
と
き
た
ら
ど

う
だ
う
つ
、
彼
女
に
は
ま
だ
冨
な
わ
れ

て
い
な
い
、
子
供
つ
し
い
と
こ
ろ
が
ど

ん
な
に
か
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ジ
ャ
ノ

ク
に
、
タ
マ
ゴ
を
競
つ
も
の
ま
せ
る
だ

な
ん
て
ー

で
ん
な
こ
と
ど
こ
か
ら
思

い
つ
く
の
か
し
ら
?
(
い
っ
た
い
な
ぜ

あ
た
レ
の
運
命
っ
て
こ
う
な
の
か
し
ら

?
1

と
ラ
ー
ラ
は
思
っ
た
1

何
を

見
て
も
、
な
に
も
か
も
が
ひ
ど
く
志
し

く
見
え
る
な
ん
て
V

(つ
づ
く
)

(註
1
)
こ
こ
で
は
モ
ス
ク
ワ
陸
軍
幼

碑
学
枚
の
こ
と
。
ロ
ソ
ア
で
は
ト
八
世

紀
プ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
創
設
、
七
年
制
。

貴
族
子
弟
が
入
っ
た
が
、
災
に
種
女
の

階
層
の
子
弟
も
入
掌
。
こ
の
小
脱
時
、

一九
〇
〇
年
以
騒
は
カ
リ
キ
囎コ
ノ
ム
は

善
し
く
広
範
に
な
り
、
突
科
学
校
と
大

差
は
な
か
っ
た
。
一九
]
七
年
当
時
二

十
九
校
存
在
し
ん
。
二
月
革
命
後
軍
事

申
学
と
改
称
、
一
八
年
旧
軍
解
消
に
と

も
な
っ
て
閉
鎖
。

(駐
2
)
ト
ヴ
`
ー
ル
ス
カ
ヤ
街
の
突

き
当
り
を
右
に
折
れ
る
と
ア
ル
ジ
ェ
ヌ

イ
種
町
で
、
こ
の
小
説
時
に
お
い
て
一

種
の
ス
ラ
ム
街
、
ア
ル
ジ
ェ
イ
ヌ
イ
横

町
の
端
れ
で
バ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
自
身
幼

年
の
一
時
期
を
す
ご
し
た
。
ウ
ラ
ル
か

ら
上
京
す
る
と
、
ア
ル
ジ
ェ
ヌ
イ
ま
で

は
モ
ス
ク
ワ
市
を
突
っ
切
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ロ
ソ
ア
に
あ
っ
て
は
発
着

駅
は
行
先
き
駅
で
敢
在
す
る
。

(駐
3
)
キ
ジ
ー
ル
と
い
う
名
は
紳
土

。止
人
・
窟
」
な
ど
の
意
を
も
つ
。
モ

デ
ス
ト
ヴ
ィ
チ
と
い
う
父
称
は
憐
し
い

〈
ヨ
o
ユ
霧
冨
〉
と
ロ
ン
ア
語
の
裁
断

師

(セ
デ
r
ス
ト
カ
〉
と
を
か
け
て
、

慎
し
や
か
鼠
と
い
っ
た
は
ど
の
意
か
。

へ註
4
)
復
氾
祭
に
吐
入
陽
の
シ
ン
ボ

ル
の
赤
く
塗
っ
た
タ
「ゴ
を
交
換
し
合

っ
て
祝
う
習
慣
が
あ
り
、
そ
う
し
た
タ

マ
コ
を
短
し
犯
飾
物
め
乱
具
な
ど
が
あ

る
。

御問い合せ ・資料の請求は下記宛お願い します。
また直接来社も歓迎 します。交通費 ・食費は支給
しますので遠慮なくおいで下さい。

奏:難羅≡馨鷺纒羅騨星TEL〔 胃5-961-3111(組 蛍勤労鋳 星野)

一 追 加 募 集

事務系 法律 ・経済

技術系 機械 ・電気(修 士肩D

エ レク トロニクスの発展と共に

かがやかしい未来を
,

あなたに約束します

住友300年 の伝統のもとに、 新 し

い 日本の電子産業を基礎か ら支え

てきた会社、それが当社です。

住友特殊金属

 

◆
置"abata&Co,Ltd.

顧 化 学 品 専 門 の 個 性 派 商 社

:悩 畑 童 柴式会

夫阪市南区 債慶町通2-51㊥542Te1(06)262-112!

49年 度版

■編集 京都大学新聞社

■発行 進 学 研 究 社

■全272頁/770円
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随想

石井完

池田浩士

 

とこ

NOWな 学 生 気質

「三≠ふ 」 こ と と 「教 える

一 ご希躍の方は

●現 金770円(郵 送料含む,を そえて、

(株)進 学 研究社

名 古屋市千種 区宮西町2の1測 合塾内

(郵便番号464),

まで、お 申し込 み下 さい。

●京都市内書店店頭 に もあ ります。

その歴史と現状都大学

●京大生の生活

試をめざして●来春

48年度入試状況

解答

 

試度

一

■
全
巻

発
売
中

秀
れ

蒋
薯
饅
蔓
諾

団
学
問
と
人
生

 

香
気
と

日
本
の
知
性
が

つ
づ
る
珠
玉
の
選
集

四
六
判

本
文
干
均
五
〇
〇
↑

ノ
月
報
八
ぺー
ノ
定
価
各
巻

一〇
〇
〇
円

唖

「
学
問
と
人
生
」
「
科
学
と
は
何
か
」
「
暗
中
模
索
」
「
科
学
と
人
生

論
」
「
目
に
見
え
な
い
も
の
」
「文
芸
の
世
界
」
な
ど
学
問
と
人
生

に
つ
い
て
の
エ
ノ
セ
ー
を
収
録
。

解
脱

井
上

値

囮
素
粒
子
の
謎

「素
粒
子
の
謎
」「素
粒
子
物
理
学
の
未
来
像
」
な
ど
素
粒
子
論

の
啓
蒙
的
エ
ノ
セ
ー
の
ほ
か
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
論
文

「索
粒

子
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
」
な
ど
を
収
録
。

窮
鋭

片
山
泰
久

團
現
代
人
の
知
恵

「科
学
文
明
の
中
の
人
間
」「文
明
社
会
と
人
間
の
役
割
」「現
撃

人
の
知
恵
」「核
時
代
の
平
和
思
想
」「東
洋
的
思
考
」
「老
年
期
的

居
想
の
現
代
性
」
な
ど
を
収
録
。

解
鋭

弁
上

健

囚
創
造
の
世
界

「私
の
生
き
が
い
論
ー

創
造
性
と
自
己
制
御
」
「科
学
に
お
け

る
創
造
的
思
考
」
「天
才
の
諸
相
」
「科
学
者
群
像
」
な
ど
創
造
性

に
つ
い
て
の
エ
ノ
セ
ー
、
人
物
論
を
収
録
。

解
説

市
川
亀
久
蒲

團
遍

歴

 

「旅
人
」
「思

い
出
す
こ
と
」
「
平
安
の
文
化
」
「某
月
某
日
」
「欧
米

紀
行
」
「
ア
メ
リ
カ
大
学
教
授
の
生
活
」
な
ど
自
伝
的
エ
ッ
セ
ー
、

紀
行
文
、
歌
集
を
収
録
。

解
膨

谷
川
安
孝

`


